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第６回アンテナショップ利用実態調査２０２２ 

１年間に首都圏の 30％が利用。20代が繰り返し利用 

来店率１位は北海道どさんこプラザ。 若い人が多い秋田、女性が多い栃木 

 

2022年 10月 7日 

株式会社ブランド総合研究所 

 

株式会社ブランド総合研究所は、このたび東京都内にある全国の道県のアンテナショップに対して、

その利用実態を明らかにする「第６回アンテナショップ利用実態調査」をインターネットを利用して実施し

ました。（調査時期 2022年 9月 9日～11日、総回収数 20,000人） 

その結果、都内に 34 店ある道県のアンテナショップの中で最も利用度が高いのは有楽町にある「北

海道どさんこプラザ」で、回答者の 9.6％に来店経験がありました。前年同時期の 7.4％より 2.2 ポイント

増加しています。次いで 2 番目に来店率が高いのは「沖縄・銀座わしたショップ」で 4.2％。3 位は池袋

の「宮城ふるさとプラザ」で 2.8％でした（対象としたのは道県のアンテナショップで、市町村や一般企業・

団体が運営する店舗は対象外）。 

34店の平均は 1.44％で、これは前年の平均 1.13％より 0.32ポイント上昇しており、コロナ禍における

感染防止対策が進む中で、訪問客が戻りつつある状況が明らかになりました。 

 

１年間に３０％がアンテナショップに訪問。過去も含めると、６０％が訪問経験あり。 

現在、東京都内には、全国の道県のうち 34のア

ンテナショップがある（１都 2 府の店はないため、こ

こでは「道県」と称す。また、１県で複数を出店して

いる場合もある）。 

そこで、まず首都圏に住む方に、これまでに道県

のアンテナショップに行ったことがあるか否かを聞

いてみた。その結果が右のグラフ。 

「行ったことがない」との回答は 39.7％、すなわち

6 割を超える人（60.3％）は訪問経験がある。そのう

ち、およそ半数（29.7％）は、「過去に行ったことがあ

るが、最近１年間には行っていない」と答えており、

30.6％が１年間にアンテナショップへの訪問経験が

ある（「来店率」と表記）という結果になった。 

ちなみに、１年間に複数回以上行くというリピータ

ーは全回答者の 22.6％を占めている。その中でも

「ほとんど毎日」と答えた人もいる（0.7％）。 

この訪問率を回答者の属性別に分析すると、東京都民では 38.6％で、千葉県民が 27.6％、埼玉県民

が 24.5％、神奈川県民が 23.9％となった。また、男性は 29.5％に対し、女性は 31.5％と女性の方が多

いが、その差は決して大きくはない。 

年代別では、各年代とも 30％前後と大きな差はないが、回答者 1 人当たりの延べ年間訪問回数の平

均は、60代以上では 8.7回、50代では 8.9回に対し、20代では 27.0回とかなり多い。若い世代が繰り

返し訪問（利用）するという傾向があるようだ。 

ニュースリリース 

Q 東京にある都道府県が運営するアンテナショップ

に行ったことがありますか？ 行ったことがある場合、
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来店率１位は北海道どさんこプラザ。34店平均の来店率が大幅増 

「過去１年間（2021年 9月～22年 8月）に行った（訪問・利用した）ことがある店をすべてお選びくださ

い」という設問において、34 店

の中から複数選んでもらった結

果を、利用率の高い順にランキ

ングにしたのが右の表。 

最も前年からの伸びが大きい

のは「北海道どさんこプラザ」

で、次いで「宮城ふるさとプラ

ザ」だった。（「いきいき富山館」

は前年の調査対象外） 

上位 20 店のうち、銀座に位

置しているのが半数に近い 9

店。有楽町が 3 店、日本橋が 2

店となっている。なお、2 位の

「沖縄・銀座わしたショップ」は

2023年 2月に有楽町の交通会

館に移転する予定だ。 

なお、調査対象の 34 店のう

ち、30 店は１年間の利用率が

前年より伸びている。34 店平均

では1.44％と、前年の1.13％か

ら大幅増となった。 

 

若い人が多い秋田、女性が多い栃木 

次に、過去１年間に来店したことがあると

答えた人の平均年齢を店舗ごとに求めて、

それを若い順に並べてみた。その結果、最

も平均年齢が低いのは品川にある「あきた

美彩館」で、平均年齢は 44.8歳だった。 

 次いで若いのはスカイツリーのあるソラマ

チに位置する栃木県の「とちまるショップ」

で 45.1歳、そして池袋の「宮城ふるさとプラ

ザ」の順になり、くしくも上位はいずれもア

ンテナショップが集中する銀座周辺とは異

なる立地の店が並んだ。 

また、女性の比率が多い店舗の順に並

べてみると、最も高いのは「とちまるショッ

プ」で 65.2％、次いで「銀座わしたショップ」

の 62.1％となった。このランキングでは上

位 10 位までのうち 6 つが銀座に位置する

店舗となった。出店場所により、客層の特

徴が表れている。 

順位 
店舗名（場所） 

利用率(％) 

2022 2021 2022 2021 

1 1 北海道どさんこプラザ (有楽町) 9.63 7.39 

2 2 沖縄・銀座わしたショップ (銀座) 4.22 3.36 

3 3 宮城ふるさとプラザ (池袋) 2.78 1.86 

4 5 おいしい山形プラザ (銀座) 2.11 1.41 

5 4 いわて銀河プラザ (銀座) 1.86 1.47 

6 6 日本橋ふくしま館‐MIDETTE (日本橋) 1.73 1.17 

7 7 ひろしまブランドショップ「TAU」 (銀座) 1.59 1.16 

8 11 かごしま遊楽館 (有楽町) 1.39 1.03 

8 15 新宿みやざき館 KONNE (新宿) 1.39 0.94 

10 12 茨城・ＩＢＡＲＡＫＩ ｓｅｎｓｅ (銀座) 1.38 1.00 

11 13 ぐんまちゃん家 (銀座) 1.34 1.00 

12 10 表参道・新潟館ネスパス (青山) 1.28 1.05 

13 8 銀座熊本館 (銀座) 1.26 1.10 

14 9 まるごと高知 (銀座) 1.25 1.06 

15 － いきいき富山館 (有楽町) 1.15 － 

15 14 日本橋とやま館 (日本橋) 1.15 0.96 

17 18 栃木・とちまるショップ (ソラマチ) 1.14 0.87 

18 20 香川・愛媛せとうち旬彩館 (新橋) 1.07 0.77 

18 27 あきた美彩館 (品川) 1.07 0.62 

20 17 いしかわ百万石物語・江戸本店 (銀座) 1.05 0.90 
 34店平均 1.44 1.13 

若い人が多い店舗 （平均年齢ランキング） 

順位 店舗名 場所 歳 

1 あきた美彩館 品川 44.8 

2 栃木・とちまるショップ ソラマチ 45.1 

3 宮城ふるさとプラザ 池袋 45.3 

4 ふくい南青山２９１ 青山 47.2 

5 あおもり北彩館 飯田橋 47.9 

6 ここ滋賀 日本橋 48.2 

7 茨城・ＩＢＡＲＡＫＩ ｓｅｎｓｅ 銀座 48.4 

8 坐楽大分 銀座 48.5 

9 北海道どさんこプラザ 有楽町 48.7 

10 いしかわ百万石物語・江戸本店 銀座 48.9 

女性の比率が高いランキング 

順位 店舗名 場所 ％ 

1 栃木・とちまるショップ ソラマチ 65.2 

2 沖縄・銀座わしたショップ 銀座 62.1 

3 表参道・新潟館ネスパス 青山 61.9 

4 銀座熊本館 銀座 61.3 

5 いしかわ百万石物語・江戸本店 銀座 60.8 

6 坐楽大分 銀座 60.8 

7 ひろしまブランドショップ「TAU」 銀座 60.7 

8 ふくい南青山２９１ 青山 60.1 

9 いわて銀河プラザ 銀座 60.0 

10 ここ滋賀 日本橋 59.8 

道県アンテナショップの来店率ランキング（過去１年間） 
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半数以上がお菓子を購入。魚関連、レトルト、調味料も多い 

アンテナショップでよく

購入する商品を尋ねたと

ころ、最も多かったのは

お菓子で、利用したことが

ある人のうち半数以上に

あたる53.3％がよく購入す

ると答えた。女性は 63.7％

と高いが、男性でも 41.8％

と 4割以上がよく購入する

と答えている。 

次いで多かったのは魚

介類および水産加工食品

で 18.8％。女性が 15.8％

に対し、男性は 22.1％と

高い。一方、レトルトなど

の加工食品は 18.5％と続

いて高いが、こちらは男性

の 16.6％に対して女性は

20.2％と高い。日本酒や

地ビールなどのアルコー

ル飲料は男性、調味料は

女性がそれぞれ異性の 2

倍近い購入率となっている。 

 

本格的な飲食の利用が多い山形、秋田。 どさんこプラザはソフトクリーム中心 

 アンテナショップには飲食部門が併設されているケースが多い。本格的なレストランもあれば、カフェ

のように飲み物や軽食を提供する店、お酒とつまみを提供する居酒屋のような店など様々。 

 その利用状況を聞いたところ、最も利用度が高いのは「北海道どさんこプラザ」となった。同店では、ソ

フトクリームの利用が多いようだ。 

2位の「おいしい山形プラザ」の飲食店は、同県出身の著名イタリア料理シェフ奥田政行がプロデュー

スした「ヤマガタサン

ダンデロ」で、山形

の食材を使った本

格的なイタリアンの

店。 

品川の「あきた美

彩館」はきりたんぽ

料理など、地元・秋

田県ならではの料理

が堪能できる料理店

だ。 

 

飲食の利用経験が多いアンテナショップ 

順位 店舗名 場所 ％ 

1 北海道どさんこプラザ 有楽町 28.6 

2 おいしい山形プラザ 「YAMAGATA San-Dan-Delo」 銀座 8.9 

3 あきた美彩館 品川 8.4 

4 IBARAKI sense 「BARA dinning cafe」 銀座 8.0 

5 ふくい南青山２９１ 「ふくい、望洋楼」 南青山 6.9 

6 新潟館ネスパス 「にいがたの味静香庵」・「新潟食楽園」 表参道 6.4 

7 三重テラス イタリアン＆カフェ 日本橋 5.5 

8 Cave de ワイン県やまなし 日本橋 5.3 

9 日本橋とやま館 「富山はま作」 日本橋 5.2 

10 かごしま遊楽館 「遊食豚彩 いちにいさん」 有楽町 4.8 

Ｑ アンテナショップでよく購入する商品を、以下の中からお選びください 
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＜調査概要＞ 

「第６回アンテナショップ利用実態調査 2022」は、20歳～79歳の男女を対象に、2022年 9月 9日か

ら 11 日にかけてインターネットで調査を実施し、首都圏（１都３県に住む計 20,000 人を対象として実

施し、男女および年代（60歳～79歳は「60代以上」とした）別にそれぞれ均等に回収した。ただし、不

完全回答など信頼性の低い回答を除く計 19,917人の有効回答をもとに分析した。 

調査対象は東京都にある、道県のアンテナショップで 34 店。市町村や一般企業が事業主体となって

いる店舗は対象外とした。 

回答者には、それぞれの店舗への訪問経験や、商品の購買経験、併設している飲食店の利用経験

などについて聞くとともに、今年度から新たにアンテナショップが運営しているＥＣサイト（ネット通販）

の利用経験や、アンテナショップに望むことなどの設問を加えた。 

 

・ 調査方法 インターネット調査 

・ 調査対象 登録調査モニター（約 450万人）から首都圏在住で 20歳～79歳の男女 

・ 総回収数 計20,000人 （各年代別に男女2000人ずつを回収。60代以上には70代を含む） 

・ 有効回答数  計 19,917人 （不完全回答など信頼性の低い回答は集計の対象外とした） 

・ 調査時期 2022年 9月 9日～9月 11日 

・ 調査項目 全体指標： 都内アンテナショップの利用頻度、購入する商品分野 

 各店の利用状況： これまでの利用経験、過去１年間の利用状況 

 商品の購入状況： 各店での来店時の商品購入状況 

 観光情報の入手： 各店での来店時の観光情報の入手状況 

 来店意欲： 各店の来店意欲 

 飲食経験： 併設飲食店の利用経験 

 ＥＣサイト利用： ＥＣサイト（ネット通販）の利用経験 

 自由意見： 道県のアンテナショップに望むことや改善してほしいこと 

 

＜調査報告書＞ 

・報告書冊子 （価格は税込） 

総合報告書：  69,300円 総合報告書（約 100ページ） 

オプション： データＣＤ：33,000円 （各店の評価データを EXCELで提供） 

・個別報告会・セミナー （価格は税込、交通費、報告書別途） 

   調査結果を基にセミナーまたは研修会を実施： 110,000円（1時間程度＋意見交換会） 

 

＜ブランド総合研究所の会社概要＞ 

「都道府県・魅力度ランキング」など地域・自治体の評価指標として全国で利用されている「地域ブ

ランド調査」を毎年実施している、地域や企業の調査およびコンサルティングを行う専門企業です。

同調査以外にも、地域ブランドに関する調査やシティプロモーションなどの戦略立案を実施してい

ます。また、英国ギネスワールドレコーズの公式パートナーとして各地でのギネス世界記録への挑

戦サポートも行っています。 

代表取締役社長の田中章雄は地域ブランドの提唱者として全国で地域ブランドに関する講演を

行っているほか、地域ブランドアドバイザーとして全国各地の地域の活性化に取り組んでいます。 

 

・ 本社 東京都港区虎ノ門１－１－２０ 虎ノ門実業会館３階（〒105-0001） 

・ 代表者 代表取締役 田中章雄 

・ 資本金 2500万円 

・ 設立 2005年 11月 
 

＜問合せ先（メディアおよび読者とも）＞ 

株式会社ブランド総合研究所 （担当 すりき） 

Tel. 03-3539-3011(代) Fax.03-3539-3013 

E-mail： project@tiiki.jp 


